
小児がん中央機関からの報告② 
（相談支援、中央診断以外） 

国立成育医療研究センター 小児がんセンター長 

松本 公一 

資料１−２ 



小児がん拠点病院制定後の 
小児がん患者の集約化 

ー情報公開からー 



全国の小児がん診療病院の情報公開とその解析 

小児がんセンター 診療施設 
成育のHPの主な取り組みから小児がん
センターをクリックしてください 
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一人当たりの在院日数＝ 
在院延べ日数／患者延べ数 

院内がん登録のデータに
基づいて、 各ブロックの
拠点病院が中心となって 

診療実績を収集 



情報公開と学会登録の疾患分布差 
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固形腫瘍 
日本小児血液・がん学会 疾患登録集計より 
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• 小児がんの集約化は、血液腫瘍よりも固形腫瘍で進んでい
た。 

• 血液腫瘍に関しては、 小規模の病院の減少傾向は、都市部
と地方部で同様であった。大規模病院への集約傾向は、都
市部で主に認められた。 

• 固形腫瘍に関して、 小規模の病院の減少傾向、 大規模病
院への集約傾向は、緩やかであり、地方部では病院数、診
療患者数ともに大きな変動は認められなかった。 

• 小児がんの集約化に関しては、血液腫瘍、固形腫瘍間で異
なり、都市部と地方部でも異なっていた。 

• それぞれで、対応する施策を考える必要性が示唆された。 
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小児脳腫瘍診療の年次推移 
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122施設 124施設 124施設 

(78施設) (82施設) (78施設) 

1症例以上を診察している施設数 

560人 502人 465人 

年次に関わらず年間４例以上を診察する施設数は30%前後であり、 
10症例以上診察する施設は15%前後であった。 

85％の小児脳腫瘍患者が比較的大規模な病院での診療を受けていることがわかる 



小児がん医療相談ホットライン 



子どもが小児がんと診断された。診断や治療について詳しく知りたい。 
主治医に説明してもらったが、内容が難しく十分に理解できない。 
いま受けている治療が最適なのかどうか知りたい。専門の医師の意見を聞きたい。 
過去に小児がんの治療を受けたが、進学を契機に通院が途絶えてしまった。どこにかかれば良いのか？ 

小児がん ホットライン 





課題 
  ①電話応対術の向上 
  ②看護相談を受けた時に回答できるよう、看護のスキルアップが必要 
  ③ホットラインの周知・広報 


